
結成に向けての準備講座

座 学

11月23日㈮ 14:00～16:00

宇佐市役所院内支所多目的ホール
（大分県宇佐市院内町山城39番地）

場
所

参
加
料

800円
（ご夫婦でご参加の方は二人で1,200円）

日
時

講
座
①

「農泊・私のおもてなし」

講師 森山繁則 氏 （古里ガーデン森山）

権藤のり子 氏 （農村民泊悠遊）

朝倉清美 氏 （院内椿）

講
座
②

「絵になる世界農業遺産と農泊」

講師 大和田順子 氏
（世界農業遺産等専門家会議委員・一般社団法人ロハス・ビジネス・アライアンス共同代表）

フィールドワーク

11月24日㈯ 8:30～17:00

安心院町GT研究会事務所前 8:30集合
（大分県宇佐市安心院町下毛1195-1）

2,500円 （昼食代込）

内
容

「風の郷山香をめぐる旅」 （別紙参照）

訪問先 農泊受入家庭 （民泊つわど・徳とく山荘・糧の家・挾間の家・ひまわり）

昼 食 若栄屋 （大分県杵築市・鯛茶漬け「うれしの御膳」）

集
合

参
加
料

日
時

主催：NPO法人安心院町グリーンツーリズム研究会
後援：公益財団法人江頭ホスピタリティ事業振興財団

【問合せ・申込先】 NPO法人安心院町グリーンツーリズム研究会 TEL:0978-44-1158

１１月講座



別紙

この鯛茶漬けには、あるお話があるんです。

その昔、杵築のお殿様が『大谷屋』というお店の鯛茶漬けを召し上がった時に「うれしいのぅ。」と口にされたとの事で、その事を家臣から聞いた『大谷屋』が、お殿様が喜んだ鯛茶漬けに『うれしの』という名前を付けたとの事です。その『大谷屋』こそが現在の『若栄屋』になります。

未来ある村日本農泊連合結成に向けての準備11月講座（２日目） 平成30年11月24日（土）

風の郷山香を巡る旅
　

12：00着昼食会場

300年の歴史「若栄屋」農工房「徳とく山荘」
佐藤カヨ子氏宅訪問

（城下町伝統食（鯛茶漬け、うれしの御膳）

※各自水筒を持参してください。

16:00着

　　　　ひまわり
渡辺朋子氏宅訪問

17:00着

　　狭間の古民家
藤原スマ子氏宅訪問

「若栄屋」の創業は、元禄11年（1698）。杵築藩の殿様が体調を崩して何も口にしな
かった際、大谷屋（当時の若栄屋）の鯛茶だけは喜んで食べて「うれしいのう」と
言ったことから、「うれしの」と名付けられた。秘伝のごまだれをたっぷりと絡めた鯛
の切り身をごはんにのせ、熱い茶をかける。鯛にごま、茶に至るまで地元大分産の
ものにこだわり、代々守り続けられてきた本物の老舗の味だ。

※　　昼食後杵築市観光協会事務局長三浦孝典氏より観光説明をして頂きます。

（行　程）

8:30出発

安心院GT事務所

14：30着

9:00着 10：00着 11:00着

市内観光……

13：00～14：00

　　　糧の家
松本裕美氏宅訪問

安心院ＧＴ
事務所出発

民泊つわど
工藤喜代美氏宅訪問

カテリーナ工房見学

山香三山 杵築城下町


